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　　1.　組織の概要

【事業者名】 松光運輸株式会社

代表取締役社長　 河崎　靜生

【EA21代表者名】　　取締役　松田　佳三

【所在地】　　　　　福岡県北九州市門司区大字吉志410-1　　　

【連絡先】　　　　　　TEL　　093-481-1157

　　　　　　　　　　　FAX　　093-481-2485

【E-mail】　　　　　　info@shokotrans.jp

　

【事業の概要】　　　・産業廃棄物収集運搬業

　　　　　　　　　　・石油製品運搬業

　　　　　　　　　　・一般貨物自動車運送業

　　　　　　　　　　・貨物運送取扱業

【事業の規模】 　設立年月日：昭和39年10月

　資本金：1,200万円

　売上高：2憶693万3,763円 第59期(2021年10月～2022年9月)

　　　　　2憶3,390万1,078円 第58期(2020年10月～2021年9月)

　　　　　2憶1,485万9,419円 第57期(2019年10月～2020年9月)

　　 　従業員数：18 名　(2023年4月1日　現在)           　　　　　

　事業所面積：273㎡

　収集運搬実績：18,756.25ｔ　(2022年4月～2023年3月)

　　　　　　　　20,461.66ｔ　(2021年4月～2022年3月)

【当社のEA21事業年度】　　4月1日～3月31日

【認証・登録範囲】　　　　当社の全組織・全活動を対象とする

【保有車両】

保有台数 最大積載量（ｔ）

5台 ～17.1

2台 ～17.5

4台 ～12

1台 ～8.05

2台 ～13.8

1台 ～13.7

1台 ～3.4

ライニングバキュームローリー

ステンレスバキュームローリー

ステンレスタンクローリー

産業廃棄物収集運搬業　許可車両一覧

キャプオーバートラック（パワーゲート車）

キャプオーバートラック（平ボディ）

ウイング車

ステンレスバキュームダンパー

ステンレスタンクトレーラー

最大積載量 １７，１００㎏

ステンレスタンクローリー

最大積載量 １３，３００㎏
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【許可・登録内容】

都道府県
積替え

保　管
許可の年月日 許可の有効年月日 許可番号

福岡県 無 令和3年3月14日 令和8年3月13日 04000000843

大分県 無 令和4年3月19日 令和9年3月18日 04408000843

佐賀県 無 令和1年12月7日 令和6年12月6日 04103000843

長崎県 無 令和2年1月31日 令和7年1月30日 04200000843

熊本県 無 令和4年6月8日 令和9年6月7日 04305000843

宮崎県 無 令和4年7月3日 令和9年7月2日 04508000843

鹿児島県 無 令和3年12月11日 令和8年12月10日 04608000843

山口県 無 令和3年8月3日 令和8年8月2日 03500000843

広島県 無 令和4年6月12日 令和9年6月11日 03400000843

島根県 無 令和2年3月24日 令和7年3月23日 03200000843

岡山県 無 令和2年1月9日 令和6年12月19日 03303000843

愛媛県 無 平成30年12月6日 令和5年8月30日 03807000843

徳島県 無 平成30年11月1日 令和5年10月6日 03600000843

香川県 無 令和2年1月8日 令和6年12月11日 03709000843

兵庫県 無 令和3年10月29日 令和8年10月28日 02804000843

大阪府 無 令和3年11月18日 令和8年11月17日 02700000843

三重県 無 令和2年9月3日 令和6年6月6日 02400000843

岐阜県 無 令和5年5月31日 令和10年5月30日 02100000843

愛知県 無 令和2年12月7日 令和7年11月26日 02300000843

長野県 無 令和2年9月21日 令和7年9月20日 02009000843

新潟県 無 令和3年10月27日 令和8年10月20日 01509000843

福岡県 無 令和5年3月24日 令和10年3月23日 04050000843

大分県 無 令和5年4月23日 令和10年4月22日 04458000843

佐賀県 無 令和1年12月7日 令和6年12月6日 04153000843

長崎県 無 令和2年1月31日 令和7年1月30日 04250000843

熊本県 無 令和2年10月15日 令和5年7月12日 04355000843

宮崎県 無 令和5年7月1日 令和10年6月30日 04558000843

鹿児島県 無 令和5年5月25日 令和10年5月24日 04650000843

山口県 無 令和5年6月10日 令和10年6月9日 03550000843

広島県 無 平成30年8月12日 令和5年8月11日 03450000843

島根県 無 令和2年3月24日 令和7年3月23日 03250000843

岡山県 無 令和2年1月9日 令和6年12月19日 03353000843

愛媛県 無 令和3年3月31日 令和8年3月28日 03857000843

徳島県 無 令和5年2月17日 令和10年2月16日 03650000843

香川県 無 令和2年1月8日 令和6年12月11日 03759000843

兵庫県 無 平成30年10月25日 令和5年10月24日 02854000843

大阪府 無 令和4年8月5日 令和9年8月4日 02750000843

滋賀県 無 令和4年10月17日 令和9年10月16日 02551000843

三重県 無 平成30年8月29日 令和5年8月5日 02450000843

岐阜県 無 令和5年5月31日 令和10年5月30日 02150000843

愛知県 無 平成30年11月26日 令和5年10月11日 02350000843

長野県 無 令和2年9月21日 令和7年9月20日 02059000843

新潟県 無 平成30年11月7日 令和5年10月12日 01559000843

千葉県 無 令和4年4月19日 令和9年4月18日 01250000843

産 業 廃 棄 物

収 集 運 搬 業

特別管理産業廃棄物

取 集 運 搬 業
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● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ◎ ○

● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○

● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

● ● ● ● ● ○ ○ ○ ◎ ● ●

● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

● ● ● ● ● ○ ○ ○ ◎ ● ○

● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ●

● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ●

● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ●

● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ●

● ● ● ● ● ○ ○ ● ◎

○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

● ● ● ● ○ ◎ ○

● ● ◎ ◎ ○ ○

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ● ● ● ● ○ 〇 〇 ○

◎ ◎ ● ● ● ◎ ◎ ◎

● ● ● ● ○ ○

● ● ● ● ○ ○ ● ○

◎ ● ● ● ● ○ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

島　根　県

収　　集　　運　　搬

福　岡　県

大　分　県

佐　賀　県

長　崎　県

熊　本　県

宮　崎　県

鹿児島県

山　口　県

広　島　県

千　葉　県

岡　山　県

愛　媛　県

徳　島　県

香　川　県

兵　庫　県

大　阪　府

滋　賀　県

三　重　県

岐　阜　県

愛　知　県

長　野　県

新　潟　県

- 当社社是 -

『安全は商品なり』

安全で地域の皆様にも

安心いただける運搬を

ご提供いたします！

最新の許可状況は、

【産廃情報ネット】ホームページへ

アクセスいただければ、当社の

収集運搬許可一覧が府県・産廃目

別に、ご確認いただけます！

2023年4月現在

種

類

許可を
受けた
県名

〇 産業廃棄物収集運搬の許可種類

◎ 特別管理産業廃棄物収集運搬の許可の種類

● 産業廃棄物・特別管理産業廃棄物収集運搬の許可種類
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　　2.　組織体制及び認証・登録範囲

　(1)環境経営組織図及び認証・登録範囲

　【　松光運輸株式会社　】

(2)エコアクション21の実施体制

全体の統括、経営における課題とチャンスを整理、

明確化、環境方針の設定、実施体制の構築、

環境への取組を実施するための資源の準備、全体の評価と見直し

役割・責任・権限

事務部門 電気、水消費量管理、廃棄物排出量管理

消耗品管理、燃料消費量管理

EA21文章及び記録類の作成・維持・管理

所属(役職)

EA21代表者

環境管理責任者

【EA21委員会】

配車部門

全体の把握/環境経営ｼｽﾃﾑを構築して運用し、

その状況を代表者に報告する

【EA21事務局】

環境管理責任者

経理部門

EA21委員会を1回/3ヵ月開催し、環境目標の達成状況及び活動計画の

実行状況を審議する

EA21代表者

　 環境管理責任者

配車部門

経理部門

事務部門

代表取締役社長

河崎 靜生

非常勤監査役

1名

非常勤取締役

1名

常勤取締役
EA21代表者

1名

環境管理責任者

1名

経理部門

1名

配車部門

1名

運輸部門

11名
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　　3.　環境経営方針

松光運輸株式会社は、「安全は商品なり」の基本方針に基づき、安全環境五か条

の中から、その第三条として「省エネ・省資源」に配慮し環境負荷低減に努めます！

と定め、産業廃棄物収集運搬業の事業活動から生じる環境負荷を低減していきます。

環境経営システムを構築・運用し、継続的な取組を進める為、この行動方針に基づき

環境経営活動計画書を定め、実効性のある活動を展開します。

環境経営の継続的改善を誓約します。

1、二酸化炭素の排出を削減します。

　  節電を励行すると共にエコドライブを実施して社用車（収集運搬車）のガソリン、

　  軽油の使用量を削減します。特に、大型車両での待機中のアイドリングについては

　  重点的に削減していきます。

2、廃棄物の削減

　  書類の電子化を推進するなど、紙使用量の削減を図ります。

　  適正な維持管理を推進し資機材（車両）寿命の長期化に取り組みます。

　  分別を徹底してリサイクル率を向上します。

3、水使用量の削減

　  節水に努め、水使用量を削減します。

4、最新の公害防止技術・環境保全技術（騒音・振動・省エネ等）の導入に努めます。

5、環境負荷の低減に資する提案・車両の導入を推進します。

6、事業活動における環境関連法規や条例等を遵守します。

7、環境にやさしい車両の導入により、エコドライブと併せて環境保全に努めます。

8、地域社会と良好な環境コミニュケーションを図り、地域の環境保全に努めます。

9、この環境方針は、社員全員に周知すると共に、広く一般に公開します。

制定日 令和　3　年　1　月　1　日

【 行 動 方 針 】

【 基 本 理 念 】

松光運輸株式会社

           取締役
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　　4.　2022年度の環境経営目標と実績

1.環境経営目標と実績

・令和4年4月～令和5年3月の運用期間の目標に於ける実績は以下の通りであった。 目標達成判定　→　達成率90％以上：〇　90％以下：×

554,040以下 137%

(1.0％) 〇

19,582以下 98%

(1.0％) 〇

3,676以下 135%

(1.0％) 〇

208,822以下 138%

(1.0％) 〇

554以下 215%

(1.0％) 〇

0.178以下 75%

(1.0％) ×

7.70以下 79%

(1.0％) ×

117 87%

(1.0％) ×

＊二酸化炭素排出係数は2019年度九州電力の調整後排出係数0.371(㎏-ＣＯ₂/kWh)を使用。

＊LPG使用量は微量の為、活動対象外とする。 ＊化学物質は使用していないので目標に取り上げていない。

＊試行期間の実績に伴い、2021年度以降の電気使用量及び水の使用量については、試行期間を基準とする。

＊今年度より、2021年度の実績を元に自社から排出される【産業廃棄物排出量の削減】を活動項目へ追加する。

〇

水使用量の削減 ㎥

1回/月会社周辺の清掃 回

134

1回/月12/年

118

燃料使用量の削減/ガソリン

9.81産業廃棄物排出量の削減 ｔ 7.78

258灯油使用量の削減 ℓ

3,713

電力使用量の削減 ｋＷｈ 19,780

項　目 単位

一般廃棄物排出量の削減 0.238ｔ

151,052燃料使用量の削減/　軽　油 ℓ

基準年度

2019年度

※電気、水道は、試行期間のものとする

二酸化炭素排出量の削減 ㎏-ＣＯ₂ 404,072

0.18

560

210,931

559,636

目標の達成

(目標/実績)

ℓ 2,717

19,892

2022年度

目標

2022年度

実績

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

・電気 ・ガソリン ・軽油 ・灯油

目標値 実績

電気

2%ガソリン

2%

軽油

96%

灯油

0%

電気

ガソリン

軽油

灯油

559,636 
529,734 

404,072 

2019年 (基準年) 2021年 2022年

軽油の割合が

おおく占めている

2022年の二酸化炭素排出量は、

４０４，０７２㎏-CO2となり、

2019年(基準年)に比べ、およそ２８％減少している。

エネルギー使用量別の実績をみると、

軽油が３８９，７１３㎏-CO2と最もおおく、

全体の９６％を占めている。

エコドライブへの意識が二酸化炭素排出量の削減に

繋がった。
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　　5.　環境経営目標について

1.2022年度及び中期環境経営目標

・2021年度に定めた「2022年度及び中期環境経営目標」は、以下の通りであった。

554,040以下 551,241以下 550,122以下

（1.0％） （1.5％） （1.7％）

19,582以下 19,483以下 19,444以下

（1.0％） （1.5％） （1.7％）

3,676以下 3,657以下 3,650以下

（1.0％） （1.5％） （1.7％）

208,822以下 207,767以下 207,345以下

（1.0％） （1.5％） （1.7％）

554以下 552以下 550以下

（1.0％） （1.5％） （1.7％）

0.178以下 0.177以下 0.1769以下

（1.0％） （1.5％） （1.7％）

7.70以下 7.66以下 9.64以下

（1.0％） （1.5％） （1.7％）

117以下 116以下 115.99以下

（1.0％） （1.5％） （1.7％）

2.2023年度及び中期環境経営目標
・2023年度より環境経営目標を以下の通りとする。

400,031以下 398,011以下 395,990以下

（1.0％） （1.5％） (2.0%)

19,693以下 19,594以下 19,494以下

（1.0％） （1.5％） (2.0%)

2,690以下 2,676以下 2,663以下

（1.0％） （1.5％） (2.0%)

149,541以下 148,786以下 148,031以下

（1.0％） （1.5％） (2.0%)

255以下 254以下 253以下

（1.0％） （1.5％） (2.0%)

0.236以下 0.234以下 0.233以下

（1.0％） （1.5％） (2.0%)

9.71以下 9.66以下 9.61以下

（1.0％） （1.5％） (2.0%)

133以下 132以下 131以下

（1.0％） （1.5％） (2.0%)
㎥

回

一般廃棄物排出量の削減

産業廃棄物排出量の削減

水使用量の削減

会社周辺の清掃

ｔ

ｔ

2025年度

(目標)

1回/月 1回/月 1回/月

2,717

151,052

258

0.24

10

134

1回/月

2023年度

(目標)

2024年度

(目標)
項　目 単位 基準年度　2022年度

404,072

19,892

㎏-ＣＯ₂

ｋＷｈ

二酸化炭素排出量の削減

電力使用量の削減

燃料使用量の削減/ガソリン

燃料使用量の削減/　軽　油

灯油使用量の削減

ℓ

ℓ

ℓ

2024年度

(目標)
項　目 単位

2022年度

(目標)

2023年度

(目標)

基準年度（2019年度）

※電力使用量及び水使用量については、

　試行期間の使用量を基準とする。

二酸化炭素排出量の削減 ㎏-ＣＯ₂ 559,636

電力使用量の削減 ｋＷｈ 19,780

燃料使用量の削減/ガソリン ℓ 3,713

燃料使用量の削減/　軽　油 ℓ 210,931

灯油使用量の削減 ℓ 560

一般廃棄物排出量の削減 ｔ 0.18

産業廃棄物排出量の削減 ｔ 9.81

1回/月 1回/月 1回/月

水使用量の削減 ㎥ 118

会社周辺の清掃 回 12回/年

2019年

(基準年)
2021年

2022年
2023年

(目標)

559,636 
529,734 

404,072 
400,031 

二酸化炭素排出量推移2019年度を基準としていたが、試行期間(2021年1月

～3月)から2022年度(2022年4月～2023年3月)ま

での活動を通して、二酸化炭素の排出量が大幅に削

減できたことから、2023年度以降の環境経営目標は、

2022年度を基準とし、

更なる削減を目指していきます！
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　　6.　2022年度　環境経営計画の内容及び取組結果とその評価

・2022年4月～2023年3月の運用期間の計画に於ける取組結果は以下の通りであった。

会

社

周

辺

の

清

掃

水

使

用

量

の

削

減

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

廃

棄

物

排

出

量

の

削

減

・月1回、会社周辺の清掃活動を行う

・使い捨て製品（紙コップ等）の使用や購入を

　抑制をする

・コピー用紙購入量の削減

月1回、会社周辺の草刈りや側溝の清掃を行い、常に綺麗な状態を保

つよう取組みを行った。

電力使用量の削減

燃料使用量の削減/ガソリン

一般廃棄物排出量の削減

灯油使用量の削減

燃料使用量の削減/軽油

会社周辺の清掃（1回/月）

節水活動

産業廃棄物排出量の削減

目標を0.178ｔとし、実績は0.238ｔであった。

再利用できるものは再利用し、ごみとなるものを減らすよう、全社

員へ呼びかけを行った。

微量ながら、来年度も引き続きごみの減量化を目指していきたい。

・収集運搬時に使用する道具の適正使用

目標を7.70ｔとし、実績は9.81ｔであった。

計画通りに実行し、廃プラの抑制に繋がった。

しかし、社内の側溝掃除により汚泥の排出量が増加してしまった。

毎年、側溝(2層目～4層目)から汚泥の抜き取りを実施しているが、

今年度は4層目までの汚泥抜き取りを実施したため、排出量が増加。

車両を綺麗に保つために、やむを得ない部分もあるので、引き続き

収集運搬時に使用する道具の適正使用を心がけ、排出量を削減して

いきたい。

・水を出しっぱなしにしない

・こまめな節水

目標を117㎥とし、実績は134㎥であった。

去年に続き、目標値を上回る結果となった。

以前、洗濯機使用時に蛇口の閉め忘れが発生し、水漏れにより使用

量が増加したため、今年度は最新式の洗濯機を購入。

随時、節水についての注意喚起を行い、来年度も取組を継続してい

きたい。

・エアコンの設定温度を決め、実行する

・昼休みの消灯

・残業時間の不要な照明の消灯

・長時間、席を離れる時、パソコンの電源をOFF

・高効率蛍光灯、インバーター照明機器の導入

・省エネエアコンの導入

・不要電力消費抑制(不要な場合は機械を止める運動)

・省エネドライブの励行

・アイドリングストップ手順を決め、実行する

目標値を3,676ℓとし、実績は2,717ℓであった。

営業車については、訪問件数により変動はあるが、計画通りに

実行できた。

・省エネドライブの励行

・アイドリングストップ手順を決め、実行する

・配車計画の合理化

・高速道路の利用

・波状運転をしない

・暖房温度の適正管理

・部屋を空ける時は、火を必ず消す

取　組　目　標 活　動　項　目 取　組　結　果　と　評　価

目標値を19,582kWhとし、実績は19,892kWhであった。

目標値を若干オーバーしたものの、計画通りに進める事ができ、

目標達成率も98％と良い結果に繋がった。

今年度は、事務所のエアコンを取り換え、省エネエアコンの導入を

実施した。

適切な温度管理をし、使用量を押さえていきたい。

目標値を208,822ℓとし、実績は151,052ℓであった。

今年度は、新車を導入するなど、古い車両から燃費基準の良い車両

へと更新した。

また、配車計画の合理化を図るため、運搬ルートの把握や高速道路

の利用に努めるなど、効率的な配車管理を行い、エコドライブの徹

底により、二酸化炭素排出量の削減に繋がった。

目標値を554ℓとし、実績は258ℓであった。

気温が低い早朝のみ暖房器具を使用し、温度管理の徹底ができた。
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　　7.　次年度の環境経営計画
・2022年4月～2023年3月の環境経営計画は以下の通りとする。

1.二酸化炭素排出量の削減

2.廃棄物排出量の削減

3.水使用量の削減

4.環境活動

会社周辺の清掃(1回/月) ・月に1回、会社周辺の清掃活動を行う

節水活動

電力使用量の削減

取　組　目　標

・水を出しっぱなしにしない

・こまめな節水

取　組　目　標 次　年　度　活　動　項　目

取　組　目　標

取　組　目　標

一般廃棄物排出量の削減

・使い捨て製品(紙コップ)の使用や購入の抑制

・コピー用紙購入量の削減(ペーパーレス化へ)

・ごみを細かくして捨てる等、廃棄量の削減

産業廃棄物排出量の削減
・収集運搬時に使用する道具の適正使用

　(長持ちをさせる事により、廃棄頻度を減少させるため)

次　年　度　活　動　項　目

次　年　度　活　動　項　目

次　年　度　活　動　項　目

・エアコンの設定温度を決め、実行する

・昼休みの消灯

・残業時間の不要な照明の消灯

・長時間、席を離れる時、パソコンの電源をOFF

・高効率蛍光灯、インバーター照明機器の導入

・不要電力消費抑制(不要な場合は機械を止める運動)

・省エネドライブの励行

・アイドリングストップ手順を決め、実行

・省エネドライブの励行

・アイドリングストップ手順を決め、実行

・配車計画の合理化

・高速道路の利用

・波状運転をしない(デジタコグラフによる分析等)

・暖房温度の適正管理

・部屋を空ける時は、火を必ず消す
灯油使用量の削減

燃料使用量の削減/軽　油

燃料使用量の削減/ガソリン
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　　8.　環境活動の紹介

会社・周辺の清掃

側溝掃除の様子社内の省エネ・節水対策

緊急事態を想定した訓練の様子

毎年、緊急事態を

想定した訓練を

実施しております！
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　　9.　環境関連法規などの遵守状況及び違反、訴訟の有無

環境関連法規などの一覧(廃掃法、消防法等)及びそれらの遵守状況を確認した結果、問題ありませんでした。

環境関連法規への違反もなく、関係者局よりの違反の指摘、利害関係者からの訴訟等もありませんでした。

　　10.　代表者としての思い、

　　  環境活動への全体の評価と見直し・指示

2020年10月、当時の総理、菅総理の所信表明演説で「2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」ことを

宣言し、国内外の潮流は、企業、行政も環境経営の構築が急務となりました。

この事を踏まえて、2021年にエコアクション21認証・登録をし、今年度が初めての更新となります。

エコアクション21の取組を開始したことにより、改めて環境問題について見つめ直すきっかけとなりました。

また、環境経営に対し、どのように取り組むべきか明確にすることによって、効率的に取組みを行うことができております。

運送業において軽油の使用は二酸化炭素排出量に大きく関与しています。

今年度の二酸化炭素排出量は、基準年度と比較して、およそ28％削減することができました。

ドライバーへのエコドライブ教育等、燃費の改善に努め、軽油使用量の抑制に繋がったと言えます。

さらに、エコフレンドリーな車両の導入を実施するなど、定期的に環境へ配慮した車両の導入も進めております。

今年度の二酸化炭素排出量削減の成果を踏まえ、さらなる企業の成長と進化のために、目標を見直していく必要があると

実感しました。

環境経営目標を2022年度の実績を基準とし、サスティナブルな未来に向け、今後も積極的に取組を行っていきます。

令和 5 年 6 月 10 日

松光運輸株式会社

代表取締役社長

令和 5 年 6 月 10 日

松光運輸株式会社

代表取締役社長
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